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当院の
検 査・検診の

�

１開院10周年を越えた同院。多くの赤ちゃ
んの誕生を見守ってきた　２「毎日がお祝
い膳」がコンセプトの専属シェフによる入
院食　３患者とスタッフ双方が過ごしやす
い環境づくりを推進　４快適さに配慮した
新館。本館奥に2026年秋オープン予定
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祝
い
膳
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
特
別
感

の
あ
る
食
事
を
毎
食
提
供
。

「
質
が
高
い
食
材
確
保
に
努
め
、ホ
テ
ル

シ
ェ
フ
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
和

食
・
洋
食
の
責
任
者
や
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ

（
パ
ン
職
人
）な
ど
の
専
門
職
の
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
て
い
ま
す
」

　
令
和
8
年
秋
に
は
、
全
室
ス
イ
ー
ト

仕
様
の
新
館
が
完
成
予
定
。
す
べ
て
の

病
室
に
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
を
完
備
し
、

好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
利
用
で
き
る
ほ

か
、
ベ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
と
リ
ビ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
を
分
け
た
ス
イ
ー
ト
仕
様
設
計

で
、
出
産
後
の
リ
カ
バ
リ
ー
を
快
適
に

支
え
る
。

「
女
性
な
ら
で
は
の
不
調
や
不
妊
の
お

悩
み
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
特

に
当
院
が
注
力
す
る
不
妊
治
療
は
結
果

が
大
事
で
す
の
で
、
専
門
性
の
高
い
技

術
で
丁
寧
な
治
療
を
心
が
け
、
一
日
で

も
早
く
不
妊
治
療
を
卒
業
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

Map P200 C-3 関連記事 P024

「私が高校生の頃、ベルギーの博士が神の領域とされた顕微授精に成功しま
した。それに衝撃を受け医師になりました」と語る鍋田院長は、今まで研究
室レベルで行われてきた不妊症に関する検査を一般化して提供することをめ
ざし、神戸生殖検査研究所の設立に関与した。同院では抗精子抗体検査、精
子受精機能検査や子宮内膜NK細胞活性の測定などの高度な検査を行い、着
床障害や免疫異常など、不妊の原因を精密に診断。兵庫医科大学名誉教授の
柴原浩章先生を顧問に招き、英ウィメンズクリニックの塩谷雅英理事長とも
連携。高度生殖医療の中核として不妊治療の検査に注力する。こうした検査
体制を土台に、治療の質と患者の負担軽減の両立を大切にしている。

柴原先生・塩谷先生と連携し、不妊の
原因解明に取り組む

妊娠・出産をめざして
スタッフのサポートとともに
高度な検査に取り組む

月 火 水 木 金 土 日 祝
9：00 ～12：00 ● ● ● ● ● ● ― ―

15：00 ～18：00 ● ● ― ● ● ○ ― ―
         

Tel 089-905-1122
Add 松山市北土居5-11-7

Parking 有
Closed 日／祝

※○15：00～17：00、生殖医療の診療
※麻酔科標榜医／鍋田�多恵子

103 頼れるドクター〈愛媛〉

産
婦
人
科

中
予（
松
山
市
）

M0046546_20260217_1607.indd   103M0046546_20260217_1607.indd   103 2026/02/24   14:472026/02/24   14:47

検  査・検診の工夫で患者を支えるクリニック

eyes
編集部

医療法人ヒューマンリプロダクション

つばきウイメンズ
クリニック
産婦人科／新生児内科／麻酔科�

鍋田 基生 院長
Nabeta Motowo

　
先
進
医
療
実
施
施
設
と
し
て
一
般
産

婦
人
科
だ
け
で
な
く
不
妊
治
療
、
無
痛

分
娩
、
ウ
イ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
注

力
す
る
『
つ
ば
き
ウ
イ
メ
ン
ズ
ク
リ

ニ
ッ
ク
』
は
、
松
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約

３
分
。
産
婦
人
科
診
療
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
多
数
在
籍
し
、
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
と
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
る
。

「
１
年
以
内
の
妊
娠
を
め
ざ
す
こ
と
が

ポ
リ
シ
ー
で
す
。
専
門
性
の
高
い
か
か

り
つ
け
の
産
婦
人
科
医
と
し
て
幅
広
く

貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
す

鍋
田
基
生
院
長
は
、
約
20
年
に
わ
た
り

大
学
病
院
で
生
殖
医
療
に
携
わ
っ
て
き

た
ド
ク
タ
ー
だ
。
患
者
一
人
ひ
と
り
の

体
質
に
合
わ
せ
た
治
療
を
心
が
け
、
患

者
の
要
望
を
極
力
取
り
入
れ
る
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
の
医
療
を
提
供
す
る
。

　
不
妊
の
原
因
は
多
様
な
た
め
、
同
院

で
は
最
初
に
十
分
な
検
査
を
行
っ
て
速

や
か
な
原
因
の
判
明
に
つ
な
げ
て
い

く
。
不
妊
の
原
因
は
女
性
側
だ
け
に
あ

る
の
で
は
な
い
。
泌
尿
器
科
の
分
野
で

あ
る
男
性
側
の
不
妊
に
対
応
す
る
た

め
、
獨
協
医
科
大
学
特
任
教
授
の
岡
田

弘
先
生
を
中
心
に
同
大
学
埼
玉
医
療
セ

ン
タ
ー
の
岩
端
威
之
先
生
ら
を
招
い

て
、
月
１
回
、
完
全
予
約
制
で
高
度
な

男
性
不
妊
治
療
に
も
注
力
し
て
い
る
。

　
顕
微
鏡
下
精
巣
内
精
子
回
収
術
、
顕

微
鏡
下
精
索
静
脈
瘤
低
位
結
紮
術
な
ど

難
易
度
の
高
い
手
術
に
も
対
応
す
る
同

院
。
さ
ら
に
良
い
結
果
を
出
す
の
に
時

間
が
か
か
る
患
者
に
向
け
て
、
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
と
い
っ
た
生
殖
補
助
医

療（
Ａ
Ｒ
Ｔ
）を
行
い
、
常
に
先
進
的
な

医
療
を
学
び
続
け
て
い
る
。

「
よ
り
質
の
高
い
医
療
と
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
た
め
、
院
内
の
チ
ー
ム
力
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
、お
産
だ
け
で
な
く
、

女
性
特
有
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
」
と
鍋
田
院
長
。

満
足
の
い
く
出
産
の
た
め
に

食
事
や
部
屋
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
に
も

こ
ま
や
か
な
配
慮
を
施
す

　
同
院
が
大
切
に
す
る
の
は
妊
産
婦
が

満
足
で
き
る
出
産
を
提
供
す
る
こ
と
。

例
え
ば
出
産
時
の
痛
み
を
軽
減
す
る
た

め
に
麻
酔
科
医
師
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と

で
硬
膜
外
麻
酔
に
よ
る
経
産
婦
の
無
痛

分
娩
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
新
生

児
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
、
常
勤
の
小
児

科
医
師
が
対
応
す
る
。

　
妊
産
婦
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
、

常
に
多
様
な
工
夫
を
凝
ら
す
同
院
は
、

「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」を
テ
ー

マ
に
、入
院
食
に
も
注
力
。「
毎
日
が
お

2001年久留米大学医学部卒業。愛媛大学大学院医学系研究科博
士課程修了後、同大学医学部附属病院へ。生殖医療部門のリー
ダーとして生殖医療の発展と向上に寄与し、論文も多数発表。
福岡大学医学部産科婦人科学講座臨床教授、兵庫医科大学医学
部産科婦人科学講座非常勤講師も兼任している。

高
度
な
医
療
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ
ー
で

不
妊
な
ど
の
治
療
に
注
力
す
る

同院ではクオリティーの高い医療を提供するため

スタッフ教育に力を入れています。待合室は診察

前後の患者さんがゆったりくつろげて、ホテルラ

ウンジのよう。また不妊治療への理解を深めるた

めに患者さんに向けて作られたオリジナル動画の

導入、予約制の不妊カウンセリングなど、総合的

に理想のゴールをめざして心理面からもしっかり

支えるクリニックだと感じました。
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